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浦
向
道
の
巡
視
整
備 

 

◇
実
施
日 

３
月
１
３
日
（
日
） 

 
 
 

晴 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
児
嶋
道
夫
、
豊
嶋
寛
、
濱
野
兼
吉
、
畑
林
清
子
、
西

克
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子
、
内
野
井
愼
搾
、
梶
野
照
雄
、
志
岐
敬
、

今
中
三
恵
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
２
名 

 

 
 

 
 

 

役
場
駐
車
場
で 

 
 
 

 

登
山
口
に
到
着 

 
 
 
 

 

雨
水
槽
を
戻
す 

 

毎
年
の
春
季
南
奥
駈
道
点
検
巡
視
は
、
一
月
下
旬
か
二
月
上
旬
に
浦
向
道
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
今
年
は
白
谷
ト
ン
ネ
ル
の
通
行
止
め
に
加
え
て
２

１
世
紀
の
森
前
の
国
道
に
も
始
め
て
バ
リ
ケ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
上
、

行
仙
宿
に
向
か
う
四
ノ
川
林
道
の
手
前
で
も
橋
梁
工
事
が
行
わ
れ
、
池
郷
林
道

崩
落
個
所
の
復
旧
工
事
が
一
年
以
上
続
い
た
ま
ま
で
、
行
仙
宿
、
持
経
宿
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
遮
断
さ
れ
た
状
態
が
続
い
て
い
た
。
数
年
間
少
な
か
っ
た
積
雪
も

多
く
、
我
々
の
行
動
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

３
月
４
日
に
Ｒ
４
２
５
の
冬
季
通
行
止
め
が
解
除
さ
れ
、
橋
梁
工
事
現
場
の

通
行
に
も
目
途
が
立
っ
た
の
で
、
や
っ
と
本
格
巡
視
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。 

 

１
３
日
午
前
９
時
、
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
１
２
名
が
集
結
。
沖
崎
よ
り

本
日
の
予
定
を
説
明
し
た
後
、
森
林
組
合
倉
庫
横
の
浦
向
道
登
山
口
に
移
動
し

た
。 

 
 

 
 

 

マ
キ
を
補
充 

 
 
 
 

 
 

浦
向
道
を
行
く 

 
 
 

 
 

ブ
ロ
ワ
ー
活
躍
中 

登
山
口
に
梶
野
、
今
中
、
西
の
３
車
を
デ
ポ
し
、
沖
崎
車
、
豊
嶋
車
の
２
台
で

行
仙
宿
登
山
口
に
向
か
っ
た
。
途
中
の
橋
梁
工
事
は
日
曜
日
で
休
ん
で
い
た
。 

 
全
員
の
荷
物
を
モ
ノ
レ
ー
ル
で
終
点
ま
で
運
び
、
再
び
登
山
口
に
戻
り
モ
ノ

レ
ー
ル
に
カ
バ
ー
を
掛
け
て
歩
き
だ
す
。
今
日
は
全
員
が
浦
向
道
を
歩
く
の
で

モ
ノ
レ
ー
ル
を
降
ろ
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

１
０
時
半
を
前
後
し
て
行
仙
宿
に
全
員
到
着
、
浦
向
道
に
向
か
う
ま
で
に
、

冬
の
間
水
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
雨
水
槽
３
ヶ
所
を
元
に
戻
す
作



業
と
マ
キ
置
き
場
の
整
備
だ
け
を
行
い
、
１
１
時
過
ぎ
か
ら
早
め
の
昼
食
を
摂

っ
た
。 

 

１
１
時
４
５
分
、
浦
向
道
に
向
け
て
出
発
。
児
嶋
さ
ん
は
、
先
日
青
木
君
か

ら
贈
ら
れ
た
エ
ン
ジ
ン
ブ
ロ
ワ
ー
を
持
ち
、
浦
向
ま
で
の
全
ル
ー
ト
を
き
れ
い

に
す
る
、
と
先
行
し
て
い
っ
た
。
２
～
３
分
後
に
出
発
す
る
と
、
補
給
路
に
積

も
っ
て
い
た
落
葉
は
き
れ
い
に
無
く
な
っ
て
い
た
。 

各
々
が
鎌
や
ハ
サ
ミ
を
持
ち
、
登
山
道
に
飛
び
出
し
た
小
枝
を
切
り
な
が
ら
川

島
橋
を
通
過
し
林
道
に
降
り
て
き
た
。
こ
こ
迄
は
、
先
日
数
本
の
倒
木
を
処
理

し
た
の
で
こ
れ
と
言
っ
た
作
業
は
無
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

倒
木
を
切
除 

 
 

 
 
 

 
 

沢
で
休
憩 

こ
こ
数
年
は
大
き
な
台
風
も
無
か
っ
た
の
で
、
こ
の
先
に
も
何
も
無
い
だ
ろ
う

と
１
５
分
ほ
ど
下
っ
た
所
で
斜
め
に
道
を
塞
い
で
い
る
倒
木
が
現
れ
た
。
梶
野

君
が
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
処
理
し
た
。
以
後
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
出
番
は
無
く
、

今
日
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
必
要
だ
っ
た
の
は
こ
の
一
ヶ
所
だ
け
だ
っ
た
。 

倒
壊
し
た
作
業
小
屋
の
あ
る
沢
ま
で
降
り
て
し
ば
ら
く
休
憩
す
る
。
そ
の
後
は

植
林
の
中
を
黙
々
と
歩
い
て
、
予
定
通
り
午
後
３
時
に
登
山
口
に
到
着
し
た
。 

 

デ
ポ
し
て
い
た
西
さ
ん
の
車
に
沖
崎
、
内
野
井
が
同
乗
し
て
、
行
仙
宿
登
山

口
に
あ
る
沖
崎
車
と
豊
嶋
車
を
取
り
に
行
っ
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
近
く
の
ミ
ツ
バ
オ
ウ
レ
ン 

 

下
山 

 
 
 
 

 
 
 

車
を
待
つ 

 

今
回
久
し
ぶ
り
に
参
加
さ
れ
た
大
阪
の
今
中
さ
ん
は
、
昨
年
日
本
山
岳
会
に

加
入
さ
れ
た
そ
う
だ
。
今
日
は
ゴ
ミ
袋
を
手
に
、
小
さ
な
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ゴ

ミ
を
拾
い
な
が
ら
歩
い
て
お
ら
れ
た
。
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
、
ゴ
ミ
回
収

を
テ
ー
マ
に
し
て
参
加
さ
れ
た
。
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

（
記
；
沖
崎
） 

 
行
動
タ
イ
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 08

：45
下
北
山
村
役
場
駐
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場
→09
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補
給
路
登
山
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：30

行
仙
宿
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：46
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：05

モ
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レ
ー
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終
点
→12

：23

川
島
橋
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：13

林
道
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：
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廃
屋
小
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向
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山
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